
防衛問題セミナーを開催
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【東海防衛支局 前田肇支局長】

【主催者挨拶】

我が国は、戦後最も厳しく複雑な安全保障環境に
直面しており、令和４年12月、「国家安全保障戦略」、
「国家防衛戦略」、「防衛力整備計画」（いわゆる防
衛３文書）を閣議決定し、防衛力の抜本的強化を進
めています。
そうした中、東海防衛支局は、防衛力の抜本的強化
が必要な背景や具体的な内容について、広く国民の
皆様に理解をしていただけるよう、名古屋商工会議
所と共催し、令和７年３月１８日（火）、防衛装備庁及
び陸上自衛隊より講師を招き、名古屋商工会議所
大ホール（名古屋市中区）において、防衛問題セミ
ナーを開催いたしました。来場された約１５０名の
方々は、熱心に聴講し、それぞれの講演後に活発な
質疑応答が行われ、各テーマへの関心の高さが窺
えました。
当支局としては、皆様からいただいた意見も踏まえ、
今後も多数の方の参加が得られるような防衛問題
セミナーなどを企画・開催してまいります。

講演に先立ち、主催者である東海防衛支局長の前田肇支局長は、挨拶の中で、東海防
衛支局は、大きく二つの業務を実施しており、「防衛施設とその周辺地域との調和を図る
ために行う各種補助事業や補償業務」、「自衛隊が使用する装備品の製造等における監
督検査業務」、いずれの業務も地域の皆様のご理解とご協力が不可欠でり、このようなセ
ミナーの開催など政策広報を行っております。東海地方には防衛装備品を製造する企業
が数多く存在し、能登半島の災害派遣に従事した部隊も所在している。そうした地域特性
を踏まえて、講演をしていただきます。防衛省の政策や活動には様々な分野があり、意外に
皆様の身近なところでも行われていることを知っていただき、これまで以上に関心を持って
いただく機会になれば幸い。と述べるとともに、セミナーの趣旨に賛同共催していただいた
名古屋商工会議所はじめ、開催に協力をいただいた方々への感謝を申し上げました。
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【第１部講演：防衛装備庁装備政策課 伊藤課長】

【第１部 講演】

第１部では、防衛装備庁装備政策部装備政策課の伊藤和
己課長が「防衛生産・技術基盤の強化」と題して講演を行い
ました。
講演では、我が国の防衛産業の現状、防衛生産基盤の強
化、今後の防衛産業政策の在り方について、防衛産業に関
するサプライチェーン全体の強化、ウクライナ問題などの情勢
変化に対応した最先端技術の取り入れ、国内の維持整備基
盤強化による継戦能力の確保などを専門的な見地から詳し
く説明しました。
その上で、我が国をとりまく安全保障環境上の課題には官
側だけではなく、官民が足並みをそろえて課題に取り組むこ
とが重要であると締めくくりました。

第２部では、陸上自衛隊第１０後方支援連隊長兼ねて春日
井駐屯地司令の荒川ゆかり１等陸佐が「災害時の自衛隊の
活動」と題して講演を行いました。
講演では、陸上自衛隊の部隊などの概要、能登半島におけ
る災害派遣活動、自衛隊の人的基盤の強化施策や女性活
躍推進、駐屯地の活動について、長期にわたる災害派遣活
動に関する現場の生の声、また困難な募集環境の中におけ
る人材確保のための様々な任用制度、人材育成のための教
育、活躍推進施策などについて地元の部隊長兼駐屯地司令
として詳しく説明しました。
その上で、この講演を縁に自衛隊に関心を持ち、隊員がや
りがいをもって仕事をしていること、駐屯地でどんな生活をし
ているのかを知ってほしいと締めくくりました。

【第２部講演：陸上自衛隊第１０後方支援連隊長兼春日井駐屯地司令 荒川１佐】

【第２部 講演】


